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で
と
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◆
大
村
市
職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら
、
市
役
所

の
開
庁
時
間
が
、
午
前
８
時
３０
分
か
ら

午
後
５
時
３０
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
家
公
務
員
の
勤
務
時
間

等
に
関
す
る
国
の
取
扱
い
に
お
い
て
、

休
息
時
間
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

改
定
さ
れ
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

人
事
課
（
内
線
２
７
３
）

医
療
費
（
７０
歳
以
上
）
の

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

◆
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成
１８
年
１０
月
１
日
か
ら
、
７０
歳
以

上
で
一
定
額
以
上
の
所
得
を
有
す
る
方

の
医
療
費
の
自
己
負
担
の
割
合
が
２
割

か
ら
３
割
に
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
が
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
り
１
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
、

現
行
３０
万
円
か
ら
３５
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

保
険
年
金
課
（
内
線
１
１
５
）

長
崎
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
大
村

市
は
、
東
に
は
自
然
豊
か
な
多
良
の
山

並
み
を
背
景
に
、
西
に
波
静
か
な
大
村

湾
に
浮
か
ぶ
空
の
玄
関
・
長
崎
空
港
を

擁
す
る
、
風
光
明
媚
で
環
境
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
や
首
都
圏
と
の

交
通
の
利
便
性
に
惹
か
れ
、
大
村
市
を

定
住
の
地
と
し
て
転
入
さ
れ
る
方
々
も

多
く
、
さ
ら
に
は
企
業
の
進
出
等
も
あ

り
、
人
口
が
着
実
に
増
加
し
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
産
業
や
経
済
の
発

展
に
伴
い
、
人
々
の
生
活
が
豊
か
に
な

る
一
方
、
水
質
汚
濁
、
大
気
汚
染
、
騒

音
等
の
諸
問
題
が
発
生
し
、
環
境
に
対

す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
６
月
の
大
雨
に
よ
り
、

大
村
市
東
大
村
１
丁
目
で
操
業
す
る
産

業
廃
棄
物
処
分
場
か
ら
汚
濁
物
質
が
流

出
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
１３
年
に
続

い
て
２
度
目
の
改
善
勧
告
が
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
周

辺
住
民
が
常
日
頃
心
配
し
て
い
た
こ
と

が
現
実
の
も
の
と
し
て
発
生
し
た
も
の

条

例

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
住
民
の
健
全
な
生
活
を

守
る
う
え
で
、
ま
た
大
村
湾
の
汚
染
防

止
の
面
か
ら
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
と

の
認
識
を
持
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
当
該
処
分
場
の
隣
接
住
民
は

排
出
さ
れ
る
硫
化
水
素
ガ
ス
に
よ
る
健

康
へ
の
影
響
を
、
流
域
に
当
た
る
針
尾

川
流
域
の
住
民
は
地
下
水
や
水
田
土
壌

の
汚
染
を
、
同
河
川
が
注
ぐ
海
域
で
漁

業
を
営
む
大
村
湾
東
部
漁
協
の
組
合
員

は
操
業
海
域
の
水
質
汚
染
を
、
そ
れ
ぞ

れ
懸
念
し
不
安
の
毎
日
を
過
ご
し
て
お

り
、
そ
の
影
響
は
広
範
に
わ
た
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
長
崎
県
に
お
か
れ
て
は
、

そ
の
原
因
が
近
隣
の
生
活
排
水
に
よ
る

も
の
か
処
分
場
の
浸
透
水
に
よ
る
も
の

か
を
確
認
の
う
え
、
関
係
住
民
の
不
安

を
一
刻
も
早
く
払
拭
し
、
当
該
地
域
を

は
じ
め
大
村
市
の
自
然
環
境
を
守
る
た

め
、
許
可
権
者
で
あ
る
県
の
責
任
に
お

い
て
、
汚
染
浸
透
水
の
流
出
及
び
排
出

さ
れ
る
硫
化
水
素
ガ
ス
に
対
す
る
緊
急

及
び
恒
久
対
策
を
早
急
に
講
ず
る
よ
う

強
く
要
望
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

平
成
１８
年
９
月
８
日

大
村
市
議
会

長
崎
県
知
事
　
殿

産
業
廃
棄
物
処
分
場
改
善
勧
告
に

よ
る
緊
急
及
び
恒
久
対
策
を
求
め

る
意
見
書

二
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら
最
終
の
調
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
　

公
営
企
業
（
市
立
病
院
、
ボ
ー
ト
、
水
道
、
工
業
用
水
道
、
下
水

道
）
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
　

一
般
会
計
予
算
に
１
億
９，
６
５
３
万
４
千
円
が
追
加
さ
れ
、
総

額
３
０
３
億
５，
５
９
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
　

市
政
一
般
質
問
で
は
、
17
名
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

意

見

書




